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謹啓
梅花の候、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。
特定非営利活動法人HAB研究機構の前身であるHAB協議会は、ヒト組織の研究活用を議論する学術交流の場として設立され、1994年5月に第1回学術年会を開催いたしました。その後、2002年には内閣府認証の特定非営利活動法人として法人化し、設立以来一貫してヒト組織の有用性を科学的に議論するとともに、法的・倫理的な側面からも検討し、ヒト組織を有効に活用するための環境整備に取り組んでまいりました。
さて、来る6月18日（木）～19日（金）に、第33回学術年会を第一三共株式会社品川研究開発センター講堂にて開催する運びとなりました。年々進展を続けるヒト由来試料を用いた研究の重要性を鑑み、本年会では原点に立ち返り、「ヒト由来試料で切り開く未来」を主題として、特別講演およびシンポジウムを企画いたしました。ヒト由来試料を用いた研究における結果取得までの幅広いプロセスを取り上げ、材料・分析・解析の観点から最新の研究動向と課題について、国内外の第一線でご活躍の研究者の方々にご紹介いただきます。これらの議論を通じて、ヒト由来試料の新たな活用法や社会実装に向けた展望を共有し、多様なバックグラウンドを持つ参加者間で活発な意見交換が行われることを期待しております。
本学術年会の開催にあたり、経費は本来、会員の参加登録費等により賄うべきところではございますが、実際にはこれだけでは十分ではなく、皆様のご援助に頼らざるを得ない状況にございます。
つきましては、本学術年会の趣旨にご賛同いただき、ご支援とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
	謹白

2026年2月吉日

	特定非営利活動法人HAB研究機構　理事長　猪口 貞樹
	第33回学術年会長 中井 大介

1． 開催概要
・会議名称：第33回HAB研究機構学術年会
・主　　題：ヒト由来試料で切り開く未来
・学術年会長：中井 大介（第一三共株式会社）
・会　　期：2026年6月18日（木）～19日（金）
・開催場所：第一三共株式会社品川研究開発センター講堂
・参加予定人数：250名
・組織委員	伊藤 晃成（千葉大学）
	金子 洋介（大塚製薬株式会社）
	諫田 泰成（国立医薬品食品衛生研究所）
	木内 祐二（昭和医科大学）
	岸野 有紀（第一三共株式会社）
	楠原 洋之（東京大学）
	関野 祐子（東京大学）
	長坂 泰久（アステラス製薬株式会社）
	中仮屋 匡紀（武田薬品工業株式会社）
	中島 美紀（金沢大学）
	月見 泰博（あすか製薬株式会社）
	檜杖 昌則（ファイザー株式会社）
	平林 英樹（株式会社ティー・エヌ・テクノス）
	吉成 浩一（静岡県立大学）
		
・プログラム概要	特別講演　　　2演題
			シンポジウム　4セッション
			一般講演
			ランチョンセミナー
			懇親会
・予定協賛・後援団体 (順不同)
	日本生物工学会、日本臓器保存生物医学会、日本薬理学会、化学工学バイオ部会
	産業技術総合研究所、日本毒性学会、日本薬物動態学会、日本臨床薬理学会
・第33回HAB研究機構学術年会事務局
〒272-8513　市川市菅野5-11-13 東京歯科大学 市川総合病院 角膜センター内
特定非営利活動法人ＨＡＢ研究機構 事務局
担当　鈴　木　　聡 
電話： 047-329-3563、Fax： 047-329-3565、携帯：080-5648-2755
E-mail： suzuki@hab.or.jp
2． ランチョンセミナー募集概要
・募集セミナー：ランチョンセミナー
・募集予定数：2企画（6月18日：1企画、19日：1企画）
・会場規模：第一三共株式会社品川研究開発センター講堂※
　　※会場内は飲食厳禁のため、セミナー参加者には、講演終了後食堂に移動していた
だき、お弁当を召し上がって頂きます。
・協賛金：300,000円（税別、バナー広告を含む※）
使途：参加者弁当およびお茶
※学術年会特設サイトにバナー広告掲載を希望される場合は、横340px✕高さ110px
		で作成の上、リンク先とともにお送り下さい。
[bookmark: _Hlk156547483]・3名様を学術年会にご登録いたします。（懇親会を含まず）
		・お申込み締切日：2026年3月20日（金曜）


※注意事項
・会場ではスクリーン、液晶プロジェクター、PC接続用機材等の備品が使用できます。
・ランチョンセミナーは事前申し込みとはせず、午前中の講演が終了後に参加者をそのまま案内いたします。詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。










